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１．はじめに  

ニホンナシ「甘太」は9月中下旬に熟する晩生の有望

品種ですが、収穫期の判定が難しいことが知られていま

す。通常、ナシの収穫適期は果実の地色を基準に判断し

ます。しかし「甘太」は地色の変化が少ないという特性

があります。図１は、収穫した果実の熟度別の地色を 

調査した結果です。このように、未熟果と過熟果の地色

の違いは1.0程度と小さく、判定が難しいことが分かり

ます。また、適熟果でも地色のばらつきが大きく、地色

1.0程度の果実も 2.5以上の果実もあることが分かりま

す。これでは、未熟果や過熟果と全く区別ができません。  

このため、地色のみで収穫適期を判断するのは困難と 

考えられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．振動硬度計による熟度判別  

そこで、振動硬度計

を使用して、果実の 

熟度を非破壊で判定 

する方法を検討しまし

た。振動硬度計は、測定

する果実に周波数の

異なる振動を与えて、

共鳴が起きる周波数（以下、共鳴周波数）を測定する  

装置です。果実は成熟に伴い変化するため、共鳴周波数

も変化します。この周波数の変化と果重から算出した 

弾性指標（E3値）を熟度の指標とすることで、収穫した

果実の熟度を判定できます。 

 

調査の結果、「甘太」では出荷に適する熟度の果実は、

E3値が4.16から5.04の範囲に収まることが分かりまし

た。 

 

３．「甘太」の収穫適期  

振動硬度計は持ち運び可能ですので、「甘太」の樹上の

果実30果について経時的にE3値を測定しました（図２）。

縦軸は、調査した果実の E3値が 4.16から 5.04の範囲

に入っている割合、横軸は満開後日数です。その結果、

満開後 147 日前後で 7 割程度の果実が収穫適期となり、

165 日以降は基準から外れる果実が増加することが分か

りました。また「甘太」は、満開後 150 日程度までは   

糖度が低い傾向にありますので、152 日以降の収穫が 

適当と判断されました。以上のことから、この年の  

「甘太」の収穫適期間は満開後 152 日から 165 日の   

14 日間と推定されました。この期間であれば、全体の 

約８割の果実が収穫適期にあるといえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに  

「甘太」の収穫では、満開後150日を目安に、試しどり

を行い、食味を確認します。試食により糖度の上昇が確認

できたら、収穫適期と判断できます。収穫適期に入ったら、

果実の地色も参考にしながら、ある程度まとめて収穫する

方法が適当と考えられます。 
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図１ 「甘太」の熟度と地色の関係 

図２ 振動硬度計により判定した「甘太」の収穫適期果実の推移 

写真１ 振動硬度計 
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１．はじめに  

 露地野菜では夏秋期の台風や豪雨などに起因する 

細菌性の病害が多発し、問題となっています。そこで、

台風や豪雨後に最も問題になる細菌性病害の一つで 

あるキャベツ黒腐病を対象に、有効な薬剤の種類及び 

散布時期について検討したので紹介します。 

 

２．キャベツ黒腐病とは  

キャベツ黒腐病は、はじめ葉の縁が黄変し、やがて 

Ｖ字形の黄褐色の病斑を形成します（写真１）。発病が

激しいと、結球葉にも病斑が広がり（写真２）、さらに

根や茎の維管束にも黒変が見られるようになること   

から、品質、収量に影響を及ぼします。病原菌は、罹病

残渣とともに土中に残存し、降雨の跳ね返りなどで   

葉縁の水孔や傷口から侵入するため、ほ場では下葉  

から発生しやすいのが特徴です。台風時にはこれらの 

条件がそろい病原菌が侵入しやすくなることから、  

その後病気が多発して 大きな問題となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．有効な薬剤の種類及び散布時期  

風速 10m/s 前後、散水量 80～90 ㎜/h の風雨処理が  

できる装置（以下、人工風雨処理装置）を用いた試験に

おいて、風雨処理前の薬剤散布は、風雨処理後の薬剤 

散布に比べ防除効果が高く、Ｚボルドー、カスミンボル

ドー、カセット水和剤の効果が高いことがわかりまし 

た（図１）。さらに、Ｚボルドーの防除効果は、薬剤   

散布後に 500 ㎜程度の散水を行っても維持されていま

した（図２）。また、Ｚボルドーの主成分である銅の  

付着量は、散水量の多少によって有意な差はありま  

せんでした。以上から、台風が予想される場合は、事前

に薬剤を散布するのが望ましく、Ｚボルドーの場合、 

500㎜程度の雨量であれば、台風通過後に再散布は必要

ないと考えられました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ほ場における防除効果  

薬剤散布の翌日に大雨を想定しほ場全体に散水（92.3㎜）

を行った結果、平均発病株率は、Ｚボルドー、カスミン 

ボルドー散布区で無処理区に比べ有意に低く、高い防除

効果が確認されました（図３）。風雨処理試験においても、

Ｚボルドー及びカスミンボルドーの効果が高かったこと

から、台風や豪雨の前にこれらの薬剤を散布することに

より本病の発生を抑えることができると考えられます。 
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台風後に多発するキャベツ黒腐病に対する防除対策 

キャベツ黒腐病に対する台風対策として、台風前にＺボルドー、カスミンボルドーを散布することが有効です。

Ｚボルドーは、降風雨の影響を受けにくく、台風前に散布しても500㎜程度の雨量まで防除効果は維持されます。 

写真１ 葉縁の黄変      写真２ 発病株の様子 

野菜ニュース 

図１ 風雨処理21時間前及び２時間後の薬剤散布が 

キャベツ黒腐病の発病に及ぼす影響 

  注）風雨処理20日後に発病調査を行った。発病度は、値が高いほど発病が

激しいことを示す 
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図２ 風雨処理時間がキャベツ黒腐病に対するＺボルドーの防除効果に及ぼす影響 

注）図中の（ ）は、処理中の散水量を示す。風雨処理14日後に発病調査を行った。 
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図３ ほ場におけるキャベツ黒腐病に対する薬剤の防除効果 

 * は、Dunnet法により無処理区と比較して５％水準で 

有意差があることを示す。 散水後28日目の発病株率 
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１．はじめに  

千葉県の食用ナバナ（以下、ナバナ）は、播種時

期が台風シーズンと重なり、台風害を受けると甚大

な損失になります。令和元年の９～10月に上陸した

２つの台風では、被害を受けた生産者は播き直しの

判断を迫られました。しかし、播き直しに関する  

知見が無く、「どの程度の被害で」「いつ、どの品種

なら可能か」といった判断基準が明確ではありま 

せんでした。そこで播き直しの基準と播き直しに 

適した時期や品種を明らかにしましたので紹介します。 

 

２．播き直しの判断基準  

播種後２～３週目のナバナの株に塩水を散布した

結果、７日後に顕著な被害が認められました。葉の

枯れや枯死の程度を指数化し（写真１）、指数別に何

株に被害があったかを調査し、以下の式で被害度を

求めます。 

被害度＝Σ(指数別被害株数×指数)/(調査株数×４)×100 

例えば、ほ場全体の 70％の株が、全葉に被害が見

られる指数３程度の場合、被害度は 52となります。

被害度が 70 以上では、収量が半減することが予想

されるので、播き直しが必要です（図１）。 

 

３．播き直しに適した品種と時期  

播き直しに適した品種を検討した結果、「CR栄華」

の収量が最も多く、調整の手間がかからないことが

分かりました。また、10月中旬までに播き直すこと

で、遅くとも 12 月下旬までに収穫が可能となり、 

被害により収量が半減したほ場でも、通常に栽培 

した場合の８割程度まで収穫することが可能です。 

 

４．まとめ  

 播種後２～３週のナバナに被害があった場合、 

台風通過７日後の被害度が 70 以上であれば、播き

直しが有効です。また、播き直しには「CR栄華」が

収穫・調整作業の面で優れており、10月中旬までに

播き直すことで慣行の８割程度まで収穫が可能です。

なお、明らかな枯死が認められる場合は、７日間を

待たずに播き直しを判断する必要があります。本技術

は台風被害が多い千葉県のナバナ生産に対して、 

減収回避策として有効です。 

 

図１　台風被害後の播き直し判断フローチャート

10月中旬まで
被害度＝Σ（指数別被害株数×指数）/（調査株数×４）×100

被害指数 ０：被害無し、１：全葉の1/2未満の葉に被害あり

２：全葉の1/2以上の葉に被害あり、３：全葉に被害あり

４：枯死

～６日後まで栽培継続
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※明らかな枯死が認められる場合は、

７日を待たずに播き直しを判断
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播き直しによる食用ナバナの台風被害軽減技術 

食用ナバナは、生育初期が台風シーズンと重なり、その潮風害による生育の遅れや枯死による 

減収が問題となります。被害度が 70 以上の場合、「CR 栄華」（（株）サカタのタネ）を 10 月中旬  

までに播き直すことで収量の減少を抑えることができます。 

写真１　播種３週後のナバナの被害度
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写真１ 播種３週後のナバナの被害指数 

図１ 台風被害後の播き直し判断フローチャート 

注）被害指数 ０：被害なし、１：全葉の 1/2未満の葉に被害あり、

２：全葉の 1/2以上の葉に被害あり、３：全葉に被害あり、 

４：枯死（写真なし） 
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１．はじめに  

千葉県のニンジンは、産出額、作付面積、出荷

量のいずれも全国第２位（令和５年産）で、８月

上旬～中旬に播種し、11 月～３月頃まで収穫する

秋冬どりニンジンが主要な作型になります。この

作型では、夏秋期の台風や豪雨により、ほ場が  

湛水し湿害が発生することで欠株が生じたり、 

播種後の豪雨によって種子が流亡するなど、播き

直しを余儀なくされる場合もあります。そこで、

秋冬どりニンジンにおいて、台風や豪雨などの 

被害による播き直しを想定した試験を行い、播き

直しの限界時期や播き直しに適する品種を   

明らかにしたので紹介します。 

 

２．播き直しの時期  

 令和６年度に、８月 27日から９月５日にかけて

早生品種「愛紅」（住化農業資材（株））を播種しま

した。８月末までに播種した場合、１月上旬の  

収穫時点では、平均根重がＭ級（120ｇ）程度と  

なりました。一方、９月に入ってから播種した  

場合は、地上部の生育が不足して根部の肥大が 

不十分となり、生育後期の低温の影響による尻細

や着色不良の発生が多くみられました（写真１）。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．播き直しに適する品種  

 令和５年度に、８月下旬の播き直しを想定した

品種比較試験を行いました。８月 29 日に６品種

を播種し、慣行の栽植様式（畝間 75cm、条間 15cm、

株間７cm の２条播種）で栽培しました。年内に  

収穫する場合には、早期に根部が肥大して根重が

重くなり、市場単価の高いＭ～Ｌ級の割合が高く、

根部障害の発生も少ない「愛紅」が適していまし

た。一方、年明けに収穫する場合には、低温下で

も根部肥大が進み、岐根やしみ症の発生が少なく、

外観品質の優れる「れいめい」（横浜植木（株））

が適していました（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに  

 ニンジンの生育は、年ごとの気象条件によって

大きく左右されます。本成果は単年度の試験結果

に基づくものである点に留意は必要ですが、本 

技術を活用することで被害軽減が期待されます。

豪雨などにより播き直しを余儀なくされた場合 

には参考にしてください。 

 

 

 

 

 

千葉県農林総合研究センター 水稲・畑地園芸研究所 

畑地利用研究室 研究員 田中 貴久 

秋冬どりニンジンの豪雨被害対策 

～播き直しのポイント～ 

豪雨被害などにより秋冬どりニンジンの播き直しを行う場合は、８月末までに行います。８月下旬

の播き直しで年内収穫を目指す場合に適する品種は「愛紅」、年明け以降の収穫に適する品種は「れ

いめい」です。 

 

8/27 8/30 9/2 9/5 

写真１ 播種日ごとの収穫物の様子 

注）令和７年１月８日収穫、撮影 

根重 Ｍ～Ｌ率

（g） （％） 岐根 しみ症
彩誉（夏播き用） 134 68 80 0 4
彩誉（冬播き用） 108 55 79 5 1

愛紅 151 80 73 3 5
れいめい 120 74 75 3 1
はまべに 110 51 76 2 14
翔馬 118 65 74 6 9

彩誉（夏播き用） 127 63 69 9 11
彩誉（冬播き用） 140 80 62 4 26

愛紅 131 70 53 8 9
れいめい 136 76 78 2 4
はまべに 119 56 58 1 24
翔馬 140 81 62 5 14

障害発生率（％）

12/22

1/24

収穫日 品種
Ａ品率
（％）

表１ 8/29 播種での収穫時期別根重と品質 

注１）栽植様式は畝間 75cm、条間 15cm、株間 7cm の２条播種 

   施肥は 10a 当たり窒素 10kg、リン酸 20kg、加里 10kg 

 ２）Ｍ～Ｌ率は、根重が 120g 以上 300g 未満の割合 

 ３）Ａ品率は、根重 60g 以上かつ病障害のないものの割合 

野菜ニュース 
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１．はじめに  

近年の暖冬などの影響か、山武地域のイチゴでは、 

化学農薬と天敵製剤による従来の防除体系ではアザミ 

ウマ類の被害が抑えきれず、春先の品質低下が深刻な 

問題となっていました。この問題解決のため、従来の  

防除技術に加えて、アザミウマ類に対して高い誘引効果

を持つ青色粘着板の高密度設置による新たな総合防除 

体系の確立に取り組みました。 

 

２．命名「おふだ作戦」！  

 今回の試験では表のとおり試験区を設けました。 

11月上旬、施設内のベッド上に青色粘着板を10a当たり

約300枚の高密度で等間隔に設置しました。（写真１）。 

調査は、11月から５月までの期間、２週間ごとに粘着

板を交換し、捕殺頭数のモニタリングを実施しました。

併せて、４月下旬から５月上旬に被害果率を調査し、  

アザミウマ類に対する防除効果を検証しました。 

並べられた粘着板がアザミウマからイチゴを守る 

アイテムに見えるため、「おふだ作戦」と名付けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．春先のアザミウマの発生とイチゴ果実の被害  

アザミウマ類の施設内での発生は例年２月下旬から

目立ち始めますが、試験区では極めて低密度に抑制され、

３月下旬に内張り撤去され外部からの飛び込みが始まっ

て以降の増加も、慣行区に比べて緩やかでした。４月  

下旬から５月上旬の収穫物調査では、慣行区での被害果

率が 3.7％であったのに対し、試験区１では 0.3％、  

試験区２では 0.1％にとどまり、春先における被害果の

発生を大幅に抑えることができました(写真２)。なお、

天敵製剤のアカメが粘着板に捕殺されるのを防ぐため、

試験区１ではアカメを放飼する前に青色粘着板を撤去し

ましたが、12月から冬場にかけて施設内のアザミウマ類

を粘着板で捕殺しておくことで、春先に非常に高い被害

果抑制効果が得られることが明らかとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の課題と展望  

 従来の防除法にさらに青色粘着板の高密度設置という

「物理的防除」を加えた新たな総合防除「おふだ作戦」が、 

高い防除効果を示すことが確認されたのは大きな成果で

す。デメリットとして「内張りカーテンの開閉時や農薬 

散布時にノズルが粘着板に接触しやすく作業性が落ちる」

ことや 「ハエ類が多く付着するため、観光農園では景観

上の配慮から導入が難しい」といった問題もありました。

今後は、観光農園でも導入しやすい景観に配慮した方法 

の検討を進めつつ、メリットや設置のポイントについて 

生産者への周知・普及を図り、山武地域のイチゴ生産の 

さらなる発展を支援してまいります。 

試験区 粘着板設置期間 天敵 

試験区１ 11月～２月上 スワル＋アカメ 

試験区２ 11月～作終了 ククメリス 

慣 行 区 11月～12月下 ククメリス 

春先のイチゴに発生するアザミウマ被害の対策として、既存の化学農薬や天敵製剤に加えて、低コストで

導入できる青色粘着板の高密度設置技術を組み合わせた総合防除体系の効果を検証したところ、被害果率

は劇的に低減し、収益が大きく向上することが明らかとなりました。 

春先のイチゴのアザミウマ対策 

～総合防除「おふだ作戦」～ 

千葉県山武農業事務所 改良普及課 

普及技術員 神田 智洋 

野菜ニュース 

写真１ 「おふだ」のように並んだ青色粘着板 

写真２ （左から）試験区１、試験区２、慣行区の被害果 
※【被害果/調査果】（4/17～5/3）    

試験区１    27果/11375果 
試験区２   14果/12250果 
慣 行 区   417果/11375果  

表１ 試験区、慣行区 

※スワル…スワルスキーカブリダニ 
 アカメ…アカメガシワクダアザミウマ 
 ククメリス…ククメリスカブリダニ 
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令和８年５月 29日（金）千葉市内で、千葉県花き園芸組合連合会（花き連）の令和８年度通常総代会が開催されま

した。功労者表彰として、花き産地の発展に尽力されるとともに、花を通じて地域社会に貢献されている南房総市の

早坂昇様が受賞されました。 

総代会で承認された令和８年度事業計画のうち新規の取組として、「2027 年国際園芸博覧会」千葉県ブースへの  

出展準備があります。総代会後、（公社）2027 年国際園芸博覧会協会から講師を招き、博覧会のテーマや会場の状況

などについて講演いただきました。今後、花き連では、千葉県の多彩な花の魅力を、多くの来場者に届けられるよう、

準備を進めてまいります。 

令和８年６月 14 日（日）、木更津市のかずさアカデミアホールで開催された「ちばみんフェス 2026」において、  

「2027年国際園芸博覧会」に向けたＰＲイベントが実施されました。花き連では、押し花のワークショップで使用する

花を提供し、多くの方に千葉県の花の魅力を感じていただきました。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和８年６月５日（金）に南房総市において第 15回千葉県びわ共進会を開催しました。 

生産者が丹精込めて作ったびわ 107点の中から厳正な品質審査を行い、特別賞 16点、奨励賞 19点を決定しま

した。６日(土)には、しょいか～ご習志野店において特別賞の展示・販売を行いました。受賞作品を見た方々からは、

「とてもきれいで美味しそうなびわで、是非、購入したい。」という称賛の声が聞かれました。 

上位２賞について 

賞 名 所属組合名 氏 名 品 種 

農林水産大臣賞 南無谷枇杷組合 石井 貴宏 大 房 

千葉県知事賞 南無谷枇杷組合 木村 隆 瑞 穂 

 
 

 

 

 

公益社団法人千葉県園芸協会 産地振興部 

花植木ニュース 

令和８年度千葉県花き園芸組合連合会の活動について 

第 15回千葉県びわ共進会の開催結果について 

千葉県農林水産部生産振興課 園芸振興室 

催物結果 

審査の様子 展示・販売の様子 

６月14日県民の日メイン会場での国際園芸博覧会 PRイベント GREEN×EXPO2027についての講演会 




